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App-V for TSで、既存PCを活用した
シンクライアントシステム構築へ
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Case  Study

シンクライアント

日本精工およびNSKグループ全体で稼動するPC総数は7,000台。これは7,000カ所からの

情報漏洩の脅威があると言い替えることができる。また毎年更新されるPCの1,000台ペース

にのぼる購入コストはもちろん、周辺機器対応コスト、ヘルプデスクコストやインストール作

業コストもネックとなっていた。課題となるセキュリティー強化とコストダウンに対し、NSK

グループの情報システム環境を担うNSKネットアンドシステムは、シンクライアント環境の導

入へと動いた。

しかし、シンクライアントシステムにおける端末のコスト、そして部門ごとに構築した異種バー

ジョンのアプリケーションを統合する必要性と言う新たな課題も浮上してきた。

この課題解決へ、 Microsoft Windows Terminal Services によるシンクライアント環境を

構築。そしてApp-V for TSによるアプリケーションの仮想化統合。さらに既存クライアント

PCをシンクライアント端末として活用するというウルトラCを発案。シンクライアント導入に

二の足を踏むユーザーにとって手本となるセキュアでコスト削減を実現する環境を作りあげた。

シンクライアントシステムにおける端末コストの削減と
仮想化によるアプリケーションバージョンの差を克服
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● PC購入／インストール関係コストを削減すること。

● クライアントからの情報漏洩を防ぐシステムを構築すること。

● クライアント／サーバー型を含む異質なバージョンのアプリケーションを統合すること。

7,000台に及ぶクライアントPCの更新コスト削減とセキュリティー強化を目指し、 Microsoft 
Windows Terminal Services によるシンクライアントシステムを構築へ。さらに部門／事業所ごとに
保有するアプリケーションを Microsoft Application Virtualization for Terminal Server (App-V 
for TS) 上で仮想化しシステムに内包。コストパフォーマンスと利便性が両立したクライアント環境を完
成させた。
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セキュリティー意識の高揚が原動力。コスト再意識が成功に
NSKネットアンドシステムの森谷取締役は「ユーザーのセキュリティー意識の高揚がシンクライアント環境導入の

原動力となった。コスト再意識とともに今回のシステムづくりを成功に導いた」と語る。今後は「バンデミック対策と

して自宅からの利用を可能に、また多言語化による海外拠での活用も推進したい」と抱負を語る。「我々と同じ目線、

立場に立ってもらった。そして対応が早かった」という言葉が、ユニアデックスのマイクロソフト製品へのスキルの

高さを示していると言えよう。

アプリケーションの配布／更新／削除を一元化
ソフトウエア／アプリケーションの仮想化を担う「App-V for TS の導入検証には念を入れた」とネットワークソ

リューション部の柳沢氏は語る。「2段階で検証した。まずテスト用ドメインを作成。ドメインコントローラー、ターミ

ナルサーバー、App-Vサーバー、シーケンサーを各1台で構成し、仮想アプリの動作を確認。動作に問題がある場合に

は、その都度モジュールやシステム設定を確認し、次の段階として実環境でユーザーにも確認してもらった」。また「一

部のクライアント／サーバーパッケージに苦労したが、実現にはユニアデックスの協力が大きかった」と評価する。

その導入効果は「アプリケーションをユーザーごとに一元管理できること。悪意のあるインストールを回避できるこ

と。ヘルプデスク負荷が削減され、サービスレベルの向上を図れた」と語る。

お客様の評価

PC購入／展開コストの削減
7,000台のPCが稼動する日本精工とNSKグループでは、毎年

1,000台規模の更新が必要だった。さらに周辺機器導入なども含

めると毎年膨大なコストが必要だった。コスト削減と予算活用効

率化を求められ、さらにIT活用戦略性が問われる中、自己矛盾に

陥っていたと言っても過言ではなかった。全グループ／部門が生

き残りをかけコストリダクションを進める中で、NSKネットアン

ドシステムも新たな情報システム運用思想が問われた。こうした

待ったなしの要請の中で発案されたのが、既存PCを活かしながら

の運用管理の統合だった。

7,000カ所に広がるPCの弱点克服
PCは文字通り、一人ひとりに密着した情報処理を行うことができ

ると言うメリットがある。しかしそれは同時にデメリットにもつ

ながる。情報を個別に保管する手軽さが、情報漏洩やモバイルでの

紛失リスクにつながる。これを回避する仕組みづくりが必要とな

り、同時に利便性に煩わしさが伴う。利用される7,000の手軽さ

とともに、同数の不安も共存している。ここにセキュアと利便性の

両立が求められた。

異なるバージョンのアプリケーション統合
グループには、ソフトウエアとアプリケーションの課題もあった。

まずバージョンの混在である。部門や導入／開発時期でAccess

の異バージョンの存在である。さらに営業支援システムなどクラ

イアント／サーバー型アプリケーションの存在である。またまた

特殊モジュールやシステムファイル変更が必要なものも混在する

など、管理面と運用面からも標準化が困難な環境だった。これを統

合し、かつバージョンを意識しないでの活用と一元的管理環境へ

のシフトが急務だった。

導入前の課題

既存PCをシンクライアント端末として活用
今回のシンクライアントシステム構築の目玉のひとつが、既存PC

をシンクライアント端末として活用することだった。一般的に信

頼できるシンクライアント端末の購入コストは割高、これがネッ

クとなる。この解決のウルトラCが、リース終了のPCを順次流用

すること。データを個々のPCに保存させず、マイドキュメントを

データセンター内に保管する。さらに使用年数の長いPCも使用可

能などライフサイクル延長にも貢献。気になるパフォーマンスは、

サーバー性能の利用でむしろ向上する場合もあった。

 

App-V for TSで仮想化を実現
同社が選択したシンクライアントプラットフォームが Microsoft 

Windows Terminal Services だ った。理由は4点。コストパ

フォーマンス、情報漏洩防止要件が整っていること、サーバーもク

ライアントもWindows環境で設定されるシステムに適している

こと。最も重視したのが、バージョンや仕組みの違うソフトウエア

／アプリケーションをTerminal Services上に置くことで、ユー

ザーに使用環境を意識させないことだった。そのためにソフトウエ

ア／アプリケーションを仮想化することとした。この仮想化を

App-V for TS と Terminal Services が連携し実現させている。

仕組みを意識せずに業務遂行を可能に
多くの製造業と同様にグループ各社／部門が使用するソフトウエ

ア／アプリケーション環境は特殊であった。基幹、業務、情報各系

の仕組みや仕様が統一されていない。解決策としてはウェブアプリ

ケーションへの改修だが、開発コスト上得策ではない。またアプリ

ケーションごとのサーバー構成もあるが、作業ごとのサーバー切替

えをユーザーに強いる。そこで選択したのが App-V for TS による

仮想化だった。これで仕組みを意識せず業務の遂行が可能になった。

導入後の効果
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